
　内　　　　容 実施日

学生が日本社会の多言語・多文化状況に関わる市民的素養と行動力を身につけるこ
とができるよう、正規の授業科目として多言語・多文化総合プログラムを開講する
とともに、学生のボランティア活動を支援・推進する。
多言語・多文化社会で生ずる様々な問題に取組むことのできる人材育成を目的にした独自の
教育プログラムを展開する
1学期は、日本社会の多言語・多文化化の現状について、実際にどのような人が暮らしてい
るかを学ぶことを通して、その社会的背景を学ばせる。また、留学生やニューカマーの人な
ど、学生が具体的なイメージを持ちやすいように適宜ゲストスピーカーの声を聞く。

1学期

2学期では、1学期の授業を踏まえ、より多文化社会を包括的理解を学生に持たせるようにす
る。具体的には、日本社会の多言語・多文化化にあたり浮かび上がる個別の問題を捉える上
で、必要な概念や制度、問題解決のアクターについて、学生にさらに深い理解をもたせる。
1学期と同様、学生のより実践的な理解を深めるために、適宜ゲストスピーカーの声を聞
く。

２学期

多言語・多文化社会の歴史と現在 日本と世界の多言語・多文化化の歴史と現在について学ぶ。 1学期

多言語・多文化社会論 多言語・多文化社会にかかわる理論と視角を学ぶ。2学期。 2学期

政策と法
多言語・多文化社会をめぐる政策や法的諸問題について専門家とともに参加型で学ぶ。２学
期。

２学期

「コミュニティ通訳」としての心構えと基礎を学ぶ。 1学期

１学期の基礎をもとに、具体的な言語を通して実践的通訳の基礎を身につける。 ２学期

多言語・多文化社会実践
多言語・多文化総合プログラムで学んだことを社会の現場で活かし、ボランティア活動を行
う。（「社会論入門Ⅰ」と「社会論入門Ⅱ」の両方の単位をすでに取得していることが履修
条件。

1学期

多文化社会における専門人材として、多文化社会コーディネーター、コミュニティ
通訳、子ども・地域日本語教育指導者の専門性や養成カリキュラムについて実践
的・学術的に研究を進める。また、社会的通用性を担保する仕組みとして「認定制
度」の確立を目指す。

多文化社会コーディネーター研究
センターフェローのうちコーディネーター研究をテーマとする者で研究会を開催し協働で実
践研究を推進する。

通年

コミュニティ通訳研究
移民先進国における先行研究や日本社会における問題状況から日本におけるコミュニティ通
訳のあり方および専門性に関する研究を推進する。

基礎研究 大学における専門職教育および認定制度等のあり方に関する研究を行う。

子ども・地域日本語教育指導者研究 日本における外国につながる児童・生徒に対する日本語学習支援および地域日本語教育にお
ける指導者に関する研究を推進する。
本センターの協働実践型研究活動の成果を共有するとともに、多文化社会の課題に取り組む
全国の実践者、研究者が一堂に会し意見交換する場を提供することによって、全国的なネッ
トワークづくりを推進する。

12月1日(土)・2
日(日)の２日間

新進研究者および実践者を対象に多言語・多文化社会に関する実践研究が行えるようセン
ターフェローとして身分を保障し、研究の場を提供する。

委嘱：4月～翌
年３月

研究者および実践者に、現代日本における多言語・多文化化の考察に貢献しうる研究の成果
発表の場を提供する。年１回刊行。 2012年度秋発行

多言語・多文化に関する諸問題を解決できるよう、多様な団体・機関との連携、協
働を図る
オープンアカデミーの「多言語・多文化社会専門人材養成講座」の企画運営を行う。「コ
ミュニティ通訳コース」（全７日間）と「多文化社会コーディネーターコース」（８月～翌
年２月の全７ヶ月間）の２コースを開講する。

8月～翌年2月

上記「コミュニティ通訳コース」修了者を「コミュニティ通訳」として登録し、弁護士会等
からの依頼を受けて適宜紹介する。

随時

社会連携事業室と連携して本学教職員、大学院生、ＯＢ・ＯＧの言語ボランティア登録およ
び活動を推進し、全国各地の外国人のための相談会等に通訳ボランティアもしくは運営ス
タッフとして参加する。また、必要に応じて自治体や国際交流協会等との連携により研修会
等を開催するなど、多文化社会に向けて起こりつつある諸課題に共に取組んでいくため、機
関、団体とのネットワーク構築を推進する。特に、2011,3,11に起こった東日本大震災の経
験から、災害時における多言語情報提供の仕組みを検討する。

他団体が実施する多言語・多文化に関するシンポジウム、講演会、イベント等の共催もしく
は後援を行う。 適宜

日本の多文化化の問題解決の一旦として外国につながる子どもへの学習支援活動、ホスト社
会側への働きかけとしての国際理解教育活動を中心に地域との連携のもと学生のボランティ
ア活動の場を設定し推進する。また、学生の自主的活動を促進するための研修・講座を開催
し、学生の企画運営による学内および地域における主体的活動を支援する。（新入生オリエ
ンテーションやオープンキャンパスで広報活動を行う。）

これまでに開発した漢字教材および算数教材について、ポルトガル語、フィリピン語、スペ
イン語に引き続き、ベトナム語の翻訳版の作成を行う。

高校生を対象に、世界のさまざまな課題について考え、文化や国際問題に対する感性とコ
ミュニケーション能力を高めるためのセミナーを企画・運営する。オープンアカデミーの主
催事業として開催する。

12月

本センターの活動を中心に、多言語・多文化関連情報を提供・発信する。

メールマガジン
本センターのニュース、多言語・多文化関連情報をコンパクトに編集し、団体、個人の希望
者に送信する。

月１～２回

ウエブサイト 本センターに関する基本情報および最新情報を発信する。 随時更新

４　広報活動

（３）言語ボランティア活動の推進

（３）新進研究者・実践者支援／セン
ターフェロー制度

（４）研究成果の発信／研究誌「多言語
多文化―実践と研究」の発行

（６）外国につながる子どものための教
材開発（ベトナム語）

(7)高校生のための国際理解セミナーの開
催

（１）多言語・多文化社会専門人材養成
講座の開講

（４）共催・後援

 (５)ボランティア活動スペースの運営

（１）協働実践型研究

（２）多文化社会実践研究・全国フォー
ラム（第６回）

（２）コミュニティ通訳紹介制度

３　社会連携活動
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２　研究活動

多言語・多文化総合プログラム
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